















































































































































































































































































部分の矯正ではなく、“kind of you”の“f”と“let me come”の“t”が声門閉鎖音に
なるという現象である。カタカナで表記すれば、「カインダ　ユー」や「レッ　ミ　カム」



























































（3）Peter Piper picked a peck of pickled pepper
（4）This is the house that Jack built
例として、“Pat-a-cake, pat-a-cake, baker’s man”を取り上げてみよう。
Pat-a-cake, pat-a-cake, baker’s man,
Bake me a cake as fast as you can;
Pat it and prick it, and mark it with T,














　［t］＋［ e］：pat-a,  fast as,  it and
　［k］＋［ e］：cake as, 
　［t］＋［i］：pat it,  put it in
　［k］＋［i］：prick it,  mark it
　［z］＋［j］（半母音）：as you
（3）子音で呼気を止める学習
　［k］：cake,  bake me
　［z］（呼気を完全に止めることはできない）：baker’s man,  as fast
　［n］（呼気を完全に止めることはできない）：man,  can,  oven,  in the

































（1）「日本人の英語はなぜネイティヴに通じないのか？」, 学習院女子大学紀要第13号, 2011. pp.75-89.
（2） 本論における英語音声学上の用語については、竹林滋著『英語音声学入門』（大修館書店, 1982）
英語はなぜ日本人には難しいのか：日本語と英語の発音上の根本的違い
─  ─
を参考にしている。
（3） 「ウィキペディア」（http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9F%B3%E7%AF%80）「音節」参照.
（4）西野博二,「日本語の音節は本当に開音節か？」
　　（http://www.asahi-net.or.jp/~va4h-nsn/syllable.htm）参照.
（本学非常勤講師）
